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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 記 式 （ １ ｂ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ Ｒ ４ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ３ の ア ル キ ル 基 ま た は フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 を 表 す 。 ）
　 記 式 （ ３ ） で 表 さ れ る （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 少 な く と も 一 種 と を 、下 の



【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ Ｒ ２ は 水 素 原 子 ま た は メ チ ル 基 を 表 し 、 Ｒ ３ は 炭 素 数 １ ～ ３ の ア ル キ ル 基 、 ア ル ケ ニ ル
基 を 表 す 。 ）
　 テ ト ラ ア ル コ キ シ チ タ ン を 含 む ２ 種 以 上 の エ ス テ ル 交 換 触 媒 を 併 用 し て 、 エ ス テ ル 交 換
反 応 さ せ る こ と を 特 徴 と す る
　 記 式 （ ４ ） で 表 さ れ る （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル の 製 造 方 法 。
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ Ｒ ２ は 水 素 原 子 ま た は メ チ ル 基 を 表 す 。 ）
【 請 求 項 ２ 】
　 エ ス テ ル 交 換 反 応 後 に 、 酸 お よ び 水 を 添 加 し て エ ス テ ル 交 換 触 媒 を 溶 解 す る 工 程 を 含 む
請 求 項 載 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 下 記 式 （ １ ｂ ） で 表 さ れ る 化 合 物 と
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下

１ 記



【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ Ｒ ４ は 水 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ３ の ア ル キ ル 基 ま た は フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 を 表 す 。 ）
　 記 式 （ ３ ） で 表 さ れ る （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル の 少 な く と も 一 種 と を 、
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ Ｒ ２ は 水 素 原 子 ま た は メ チ ル 基 を 表 し 、 Ｒ ３ は 炭 素 数 １ ～ ３ の ア ル キ ル 基 、 ア ル ケ ニ ル
基 を 表 す 。 ）
　 テ ト ラ ア ル コ キ シ チ タ ン を 含 む ２ 種 以 上 の エ ス テ ル 交 換 触 媒 を 併 用 し て 、 エ ス テ ル 交 換
反 応 さ せ る こ と を 特 徴 と す る
　 記 式 （ ４ ） で 表 さ れ る （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル の 製 造 方 法 。
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ Ｒ ２ は 水 素 原 子 ま た は メ チ ル 基 を 表 す 。 ）
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ５ ３ 】
＜ ＞
５ － ま た は ６ － シ ア ノ ビ シ ク ロ ［ ２ ． ２ ． １ ］ ヘ プ チ ル － ２ － メ タ ク リ レ ー ト の 合 成
攪 拌 機 、 温 度 計 お よ び 還 流 冷 却 管 を 取 り 付 け た ３ Ｌ ガ ラ ス 製 三 口 フ ラ ス コ に 、 ２ － シ ア ノ
ビ シ ク ロ ［ ２ ． ２ ． １ ］ ヘ プ ト － ５ － エ ン ３ ５ ０ ． ０ ｇ （ ２ ． ９ モ ル ） 、 酢 酸 ８ ８ ２ ． ３
５ ｇ （ １ ４ ． ７ モ ル ） 、 硫 酸 ５ ７ ． ６ ｇ （ ０ ． ５ ９ モ ル ） を 仕 込 み 、 攪 拌 し な が ら １ ２ ０
℃ ま で 温 度 を 昇 温 し た 。 そ の 後 、 フ ラ ス コ の 温 度 を １ ２ ０ ℃ に 保 っ た ま ま 、 ８ 時 間 反 応 さ
せ た 。 反 応 終 了 後 、 反 応 液 を 氷 浴 で 冷 却 し 、 攪 拌 し な が ら 、 ト ル エ ン １ ４ ０ ０ ｍ ｌ 、 炭 酸
水 素 ナ ト リ ウ ム 飽 和 水 溶 液 ７ ０ ０ ｍ ｌ を 加 え た 。 こ れ を 分 液 ロ ー ト に 移 し 、 水 層 を 除 去 し
た 後 、 ト ル エ ン 層 を 濃 縮 し た と こ ろ 、 下 記 式 （ １ ３ ） で 表 さ れ る ５ － ま た は ６ － シ ア ノ ビ
シ ク ロ ［ ２ ． ２ ． １ ］ ヘ プ チ ル － ２ － ア セ テ ー ト を 含 む 組 成 物 ４ １ ２ ． ０ ｇ が 得 ら れ た 。
【 化 ２ ５ 】
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